





N=e"Wr・ H ・H ・..・H ・.(1) 
E=Wl+WZ+W3 
N:物質の溶解度〈モル分率)， E:転移エネルギー ， Wl:溶質分子が撰集欣態から脆出す







































麻類の醗酵精練のよう仁水中で起る macertiont (iii)の場合であり， 議菜の軟弼またこれ



























ナー ゼの種類だけで m配ぽati閣の特異性が決定されてやるとは考えられず， 戎のよう仁酵素と細
胞膜との聞の物理的な関係も影響するところが大きいであろう.酵素が不溶性ペクチシ仁作用するの・
には細胞問機を拡散したのち膨潤扶態のペクチシ仁接触しなければなちない. 酵素は高分子化合物
















ルコー ル分別物のポリガラクチユロナー ゼと macerationの作用を比較した結果は戎表の遁りであ
った.
第 1表 Rh. triticiとPen.expansumの蕗系抽出液また後者のアルコー ル分別物の
ポリガラクチユロナー ゼと macerationの作用
5hr'S. 15 hrs. 馬鈴薯切
Nl卸 I宮崎...• N畑 I虫比W 2話相智.. の下律 '務費去 の下修
Rh. triticiの菌糸抽出液 0.35 0.589 4十+
Pen. expansumの官官糸抽出液 0.52 0.480 +(tt) 
I向上 0-50%酒精沈澱物 0.47 0.173 1.07 0.199 主
E同上50-75%濁精澱沈物 0.32 0.515 0.92 0.611 tt 













(162) - 50 ・ー
素であって細胞膜仁対して異った物理性を示し macerationの作用仁多少の影響を及ぼしているの
であろう.本実験の酵素試料は前報{めのものと同じでありアラパナー ゼなEはポリガラクチユロナー ゼ





液化型のポリガラクチユロナー ゼのみを含んでいると考えられるB.mesentericus， Erwinia 
aroideaeの酵素液には macerationの作用があった.糖化型のポリガラクチユロナー ゼのみを含ん




クロー パー のペクチシエステラー ゼ仁よって細胞膜の不溶性ペクチγを鹸化し芯植物体としないもの仁
対する Rh.triticiの酵素液の macerationの作用を比較した.実験結果は第2表のどおりであ
り，鹸化した植物体の方がかえって macerateしlこくし;¥.
クロー パー の酵素液は前報∞と同じ方法でつくり，これにa馬鈴薯と大棋の切片をpH5.0， 350C 
で48時間漫潰した.酵素液を10分間 1∞。C仁加熱したもの仁も同じ条件で切片を漫潰した.ク


































Acetate * Ammonium* 
buffer oxa1ate溶液
であった 硬化した馬鈴薯 + * 
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